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特集

能登半島地震の「被災者の声」から誕生した救急法講習

REPORT

神奈川県視覚障害援助赤十字奉仕団
神奈川県山岳赤十字奉仕団
防災ボランティアリーダー・救急法指導員

早川 正志さん
はや かわ まさ し

神奈川県内で防災ボランティア・救急
法指導員として活動。山岳赤十字奉仕
団として、視覚障害者の山岳ハイキン
グに同行するなどのサポートも行う。

今回、講習の依頼が来た当初は、防災講習がメイ
ンで、心肺蘇生というのは「かな視協」さんのオー
ダーには入っていませんでした。しかし、災害時は自
助だけでなく、共助も重要です。広域で大きな災害が
起きると、県警のヘリコプターや消防の救急車など
は数が足りず、全ての人を救うことはできない。公助
に頼ることが難しいので、防災講習では、心肺蘇生、
AED、止血をセットで伝えていきたいと考えていま
す。そのことを説明して、協会の皆さんにも理解して
いただきました。私は救急法の指導員や防災セミ
ナーの講師を務めていますが、赤十字奉仕団として
視覚障害者の援助や、視覚障害者とハイキングに行
くなどの活動をしています。その経験から「視覚障害
の方でもできること」を考えました。実際に、一次救
命の基本対応で、できることはたくさんあります。ま

ず、倒れている人に気がついたときに、AEDを持って
くるように周りの人にお願いしたり、その間に心臓か
ら血液を送り出すために胸骨圧迫をしたりすること。
また、出血がないか晴眼者に確認してもらい、出血が
ある場合は止血の助言をすることなどです。目の前
に消えゆかんとする命があったら、視覚に障害があっ
てもなくても、「なんとか救いたい」という思いは一
緒。今回は、皆さんこういった講習が初めてでも、積
極的にAEDや防災グッズに手を伸ばして学ぼうとす
る姿勢がありました。シミュレーションであっても、実
際に心肺蘇生を体験して、「自分にもできた」という
経験は大きな自信になったはず。今回の講習で体得
したものを、ぜひ今後に生かしてほしいです。

詳しくはコチラ

目が見えなくても人を助けることはできる
大きな災害が起きたら、「共助」の一員に

講習の様子を動画でも紹介しています。

Interview

視えなくても、命を救いたい
み

ひとり暮らしなので、災害については
強い不安があります。以前からこう
いった講習に参加したいと思っていた
ので、もしものときの訓練ができたこ
とがうれしかったです。改めて備える
べきことが確認できました。イケダさん

50年以上視覚障害者として生きてき
て、一度もこういった講習を受けたこ
とはありませんでした。いざというと
きのために少しでも自分にできること
はないだろうかと考えて、今回参加し
ました。講習の内容は知らなかったこ
とばかりで全部ためになりました。

サノさん

日赤が実施する救急法講習では、応急手当や心肺蘇生とAEDの使い方、災害時の心得などについての知識と技術を伝えています。
昨年、AEDの一般使用解禁から20年の節目となり、AEDを用いた救急法普及のイベントが各地で実施された中、日赤神奈川県支部では視覚障害者向けの
心肺蘇生講習および防災講習が実施されました。この講習は、昨年の能登半島地震で被災した視覚障害者の声をきっかけに企画されたもの。
被災する不安と向き合いながらも、視覚障害があっても身近な人を救えるという気づきも生まれた講習の様子をリポートします。

※晴眼者とは：
　視覚に障害がない人のこと

誰かが倒れている、呼吸をしていない…
災害に備えて防災グッズの使い方を確認

神奈川県ライトセンターとは

神奈川県内の視覚障害者に対して、点字・録音図
書などの情報提供や各種相談・訓練のほか、視覚
障害者へのボランティア活動を志す人々の育成・
支援も行う。昭和49年に県によって設置され、日
赤神奈川県支部が運営。平成5年には新たにス
ポーツ振興事業を加えるなど、視覚障害者のニー
ズに応える形で事業の拡充・充実を進めている。

日赤は、人命を救う方法や健康で安全に生活するための知識と技術を伝えるため、
全国で講習を行っています。その講習の１つが「救急法」です。本講習では、人工呼吸
や胸骨圧迫の方法、AED（自動体外式除細動器）を用いた電気ショックのほか、骨折
した場合の固定など応急手当の基本、災害時の心得などについての知識と技術を習
得します。しかし今回は通常の講習と異なり、視覚障害がある方の「感覚」を重視し、
見えない場合でもできる内容に絞った講習会が実現しました。

視覚障害者向けの防災＆救急法講習Training

AEDが到着するまでの間、傷
病者の横に膝立ちになり、胸
の真ん中を真上から垂直に、
肘を曲げずに体重をかけて約
5cm強く押し、心肺蘇生を行
う。通常心臓が動くのと同じス
ピードが理想なので、１分間に
100～120回を目安に

CPR（心肺蘇生）は
“強く、速く、絶え間なく”

AEDが到着したら正しく使用できるよう晴眼者のサポートを行う。まず、AEDのス
イッチを入れ、機械の音声に従い衣服を取り除く。電気を流すパッドを素肌に直接貼り
付けるため、肌が濡れていないか、心臓ペースメーカーなどが埋め込まれていない
か（皮膚が盛り上がっている）、貼り薬がついていないかを晴眼者に確認するよう助言
し、心臓を挟む位置にパッドを貼ってもらう。その際、パッドと肌の間に空気が入ってい
ないことも確かめて。その後もAEDのメッセージに従い救命活動を進めていく

AEDの使用方法を聞く参加者たち。点字の使用説明を熱心に読む方も

どこに何があるか分からない避難所での生活は極めて困難。

とくにトイレの問題は深刻。できる限り在宅避難できる備えを。視覚障害がある方はAED使用の「指示」と「サポート」をし、胸骨圧迫を行う。

まずはAEDを持ってくるように周りの晴眼者に依頼し、胸骨圧迫を開始。

保温効果の高いシュラフ（寝袋）や体を包
めるサイズの断熱シートなど、寒い季節に
欠かせない防災グッズの備えを確認

形状や素材の質感を触って確かめる

講習会場には、火を使わず水を沸
かす携帯用あたためキットや、瓦
礫やガラスの破片から足元を守る
防災シューズ（安全靴）、倒れた家
具に囲まれ、動けないときに場所
を知らせるホイッスルなど、さまざ
まな防災グッズが用意され、その
必要性を学んだ

携帯用あたためキット、安全靴…
最新防災グッズに興味津々の
参加者

講習参加者の感想

主催者の声

私は点字による総合誌「点字ジャーナル」の編
集をしています。能登半島地震の後、被災した
視覚障害者から、避難所の生活に苦労をされ
た体験の寄稿がありました。それを読んで、視
覚障害者が災害に備える勉強会が必要だと実
感。しかし視覚障害者向けの講習はなかなかあ
りません。そこでライトセンターに相談しまし
た。初めは、防災のことだけ学べればと考えて
いましたが、防災とセットで救急法を学ぶ意義
を聞いて納得。ＡＥＤの使い方も聞いておけば、
いざというとき、周りに伝えられますから、視覚
障害者にも必要だと思います。防災備品も触り
ながら聞けたのが良かったですね。

私は企業の総務部にいましたから、視覚障害が
あってもＡＥＤの訓練を受けていました。でも、
ほとんどの視覚障害者はＡＥＤを触ったことも
見たこともないのでは。私の父は心筋梗塞で
亡くなりました。心肺蘇生をあのとき知ってい
たら…、と考えるんです。今日は、参加者が、ＡＥ
Ｄはこんなに小さいけれど、こんな機能があ
る、と知っておくだけでもいいと思っています。
それから、災害が起きたら私たちは避難所に行
くのではなく、在宅で避難する備えが大切で
す。今回は防災グッズについても、火を使わず
にお湯を沸かせる袋など、知らなかった物も
あって、勉強になりました。

清水 哲夫さん
し みず てつ お

副会長

いざというとき、自分自身を、誰かを、守れるように その「不安」を解消するために、まずはやってみる！

大竹 雅人さん
おお たけ まさ と

神奈川県ライトセンター 
事業課

調整監戸塚 辰永さん
と つか たつなが

横浜市神奈川区
視覚障害者福祉協会
（かな視協）

会長

スズキさん

AEDを直接触って使ってみる機会は
なかなかないので、貴重な体験でし
た。視覚障害を持っていると、一般の
講習に参加するのは躊躇する部分が
あるので、今回視覚障害者団体でこう
いう機会を用意していただいたのは
とてもありがたかったです。

ちゅうちょ

血液を送り出す心臓のポンプを動
かすには、かなりの力で胸骨を圧迫
することが必要。掌の付け根の一点
に力が集中するように、片方の手に、
もう一方の手を重ねて両手の指同
士を組み、下の指を反らせるように
する。手の組み方は、指導員が組ん
だ手を触って確かめてもらう

指導員が自分の手に
触れてもらい、レクチャー

「かな視協」の方から防災の講習を受けたいとご相談を受けたと
きは、難しいかもしれない、と躊躇いました。なぜなら、赤十字の
防災セミナーは視覚障害者向けには作られておらず、教材には
画像や映像が多用されていたからです。そのため、通常の防災セ
ミナーではなく、赤十字救急法を視覚障害者向けにカスタマイ
ズし、防災の情報も組み込んだ「短期講習」という形式でトライ
することに。試行錯誤の上での開催でしたが、参加者の皆さんが
興味を持ってAEDの使い方や心肺蘇生を体験し、積極的に質問
もされて、実りのあるものになりました。視覚障害者にとって、防
災や救急法などの情報が少なく、それをとても不安に思ってい
るという当事者の思いを知ることもできました。今回が初の試み
でしたが、今後も、障害を持つ方たちに向けたセミナーを構築し
ていく必要があると感じています。

ためら
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2025年4月に開幕する大阪・関西万博に
は、赤十字の理念を伝える「国際赤十字
･赤新月運動」のパビリオンも出展され
ます。本連載では万博と赤十字の150年
以上にわたる関係をひもときます。

万博と赤十字万博と赤十字万博と赤十字4
vol.

title
©Expo 20254月13日開幕！赤十字を心で感じる万博パビリオン

自然災害に
翻弄された2024年を経て
気候変動対応も
さらなる重要課題に

「いのちと健康、尊厳を守る」
この使命を胸に、さらなる進化を

ガザにある
赤十字の野外病院で
誕生する命を伝える
記事より

Instagram
@expo2025_redcross

日本赤十字社 広報室  大阪・関西万博準備室長　山田一郎さんお話を伺った人

X
@Expo_RedCross

万博準備室 SNS

2025年も日本赤十字社は歩み続けます
150周年を見据え、使命感を持って

日本赤十字社社長 清家 篤

新年の
ご挨拶

8月には西日本で台風10号の被害な
ど、自然災害は頻発しています。
こうした災害への対応力を高める

ため、日赤では、救護員のさらなる実
践力の向上、赤十字防災セミナーや講
習事業の推進、さらに気候変動の影
響による人道課題への理解・関心を深
めるための取り組みもはじめています。

海外ではウクライナやパレスチナ
での武力紛争はもちろん、その他の
地域でも武力紛争は絶えません。現
在、世界の人口の4分の1はそうした
紛争地域での生活を余儀なくされて
いるともいわれています。
こうした中で昨年10月には、赤十

字・赤新月国際会議がジュネーブで
開催されました。そこでは「国際人道
法の遵守に向けた普遍的な文化の
醸成」や、「武力紛争中のICT活動に

よる潜在的な人的被害からの民間人
およびその他の対象者・対象物の保
護」などについて議論を交わし、日赤
は、初等教育から人道教育を取り入
れることを働きかけて日本政府と共
同誓約を発表しました。
今年4月には大阪・関西万博が開
幕し、日赤も出展致します。赤十字
の理念を実践し普及する「赤十字運
動」にちなみ、パビリオン名は「国際
赤十字・赤新月運動館」としています。
「人間を救うのは、人間だ。」という
テーマのもと、「私たちには人を苦し
みから救うチカラがある」と、感じて
いただける展示を制作中です。
日赤は「人間のいのちと健康、尊厳
を守る」使命を帯びて時代と共に事
業を拡大させて進化し、2年後には
150周年を迎えます。これからもそ
の使命を実現し続けるために、皆さま
との絆をさらに強め、今年も真摯に
活動を続けてまいります。

新年、あけましておめでとうござい
ます。年頭に当たり、皆さまにとりまし
て今年が良い年となりますことを心か
らお祈り致します。また、日頃より日
本赤十字社に賜っておりますご支援
に対しまして厚く御礼を申し上げます。
昨年は、元日に能登半島地震、9月

にはその被災地に大雨災害と、能登
半島は甚大な被害に見舞われました。
被害に遭われた全ての方々に、心より
お見舞い申し上げます。日赤は、発災
直後から救護班などを派遣し、総力
を挙げて救護活動を実施し、また多
くの赤十字ボランティアも駆け付け、
復興に向けて被災者に寄り添った活
動に力を注いでいます。さらに7月に
は秋田・山形を中心とした大雨災害、

私は、長年勤めていた家電メーカーを辞め、万
博準備室の室長として、昨年、日赤に着任しまし
た。前職はテレビCMなどの商品PRに携わって
いました。一見、異なる分野のようですが、より多
くの人に共感していただくメッセージをお届けす
る点において、相通じるものがあると思います。
「なぜ日赤が万博に出展を？」と思う方もいる
かもしれません。しかし、日赤の創設者・佐野常
民がパリ万博で赤十字と出会い、敵味方の区別
なく人を救う理念に感銘を受けて日赤がつくら
れた背景を思えば、世界の人々が赤十字と出会
う機会となる万博に、大きな意義を感じます。ま
た、大阪・関西万博が掲げる「いのち輝く未来
社会のデザイン」というテーマも、赤十字の「人

間のいのちと尊厳を守る」という人道への思い
とつながるものだと考えます。
今回の赤十字パビリオンの目玉であるドーム

シアターでは、今、紛争や災害で苦しむ人々に寄
り添う赤十字の活動をリアルに感じられるコン
テンツを準備中です。加えて、このパビリオン
は、運営スタッフが全て日赤の職員と赤十字ボ
ランティアであることも特徴です。日赤ならで
はの”手作り”とも言えるような思いを込めた
空間に来場いただき、メディアを通した情報だ
けでは分からない、日赤スタッフの“熱”にも触
れてもらいたいです。
現在、万博準備室の公式SNSでは、紛争地で苦

しむ人々やそこでの赤十字の活動、国際人道法の

ことなどについても発信をしています。これから
さらに、パビリオンの詳細や見どころ情報が解禁
されていきますので、ぜひチェックしてください。

4 赤十字NEWS  January 2025   no.1016　　　令和7年1月1日（毎月1日発行） 第1016号（昭和24年9月30日 第三種郵便物認可）



献血ハートフル　 ストーリー
vol.13

TOPICS 阪神・淡路大震災から30年
あのとき、赤十字ボランティアは

1995年1月17日に発生し、6400人以上の死者、80万人もの被災者を出した
阪神・淡路大震災。戦後初の大都市直下型地震災害として多くの教訓がもた
らされました。日赤は全国から救護班を派遣、要員数は6000人に及び、赤十
字ボランティアも発災当日から炊き出しや救援物資の搬送、救護班への同行

支援などの活動に従事しました。なお、この年は、全国から支援に駆けつけた
人々の活躍により「ボランティア元年」とも呼ばれましたが、ボランティア希望
者が殺到した場合の窓口業務や、人員の振り分け・コーディネートなどに課題
が見つかり、これらの経験が、現在の災害支援体制の構築に生かされています。

元気を届けたいと、餅つき大会を企画

歯科診療ボランティアで
医師・歯科衛生士が巡回

発災から３日後、バイクで救援物資を運ぶ
赤十字ボランティア

「献血してると健康的になるよ！」が誘い文句です

このコーナーでは、血液事業に携わる日赤職員、
ボランティアさん、献血協力者などの人たちが、
日々どのような思いで血液事業に取り組んでい
るのかを紹介していきます。

今月のひと

ルメ 大典さん
だいすけ

献血中献血協力者
profile

赤十字ボランティア活動の一例

1/17から約1週間、神戸市周辺の25の地域奉仕団が
避難所で炊き出しと救援物資の配分を実施
3月末までに兵庫県内の各奉仕団が『赤十字まごころ
サービス』として提供した炊き出しは、延べ回数63回、ボ
ランティア数765人、提供数2万6550人分（兵庫県支部）
大阪府内8地区の地域奉仕団が発災2日後の19日に、
おにぎり1万7239個を芦屋市に送る（大阪府支部）
芦屋市と神戸市灘区にて、特別奉仕団の医師延べ90
人、歯科衛生士など49人が歯科診療を実施。患者数
297人を診察（大阪府支部）
餅つき大会や鍼灸マッサージ、演奏会など、延べ51カ
所の避難所で4万259人を対象にリフレッシュを目的
としたイベント型の活動を実施（大阪府支部・和歌山県
支部）
芦屋市の仮設住宅では生活介助を必要とする高齢者
に対して、約8カ月間、部屋の片付け、買い物の手伝い、
入浴介助などのケア活動が行われた（大阪府支部）
県外から特色のある炊き出しも。うず潮鍋の炊き出し
1000食（徳島県支部）、あなご飯300食・鯛めし300食
（広島県支部）など

ぼくが10歳のころの記憶ですが、献血する両
親に連れられて献血ルームに行ったのを覚え
ています。家族が献血をする環境だからか、16
歳の誕生日を迎えたときに自分で調べて献血
を始めました。とくに社会貢献しようとか意気
込みがあったわけではなく、「16歳から献血で
きたな」と、ふと思いついたんです。それ以降、

献血に行ける時間があったら献血に行く、しか
も友人も誘って行くので、周囲からは「あいつ
は献血好き」と認知されていました。
献血ルームに通ううちに、献血の知識が増え

ていきました。例えば、献血の血液は全て患者
さんに届いていると思っていたけれど、血液は
いくつかの種類の血液製剤になり、そしてそれ
には使用期限がある。だから、継続的に献血す
る必要があるのだと。一時は、転居で環境が変
わり、子どもも生まれて献血に行けない期間が
ありましたが、最近、職場が週休２日になったこ
とから、回数制限の中でできるだけ献血する生
活に戻りました。献血はきっかけさえあればで
きることだと思います。周りには、僕に誘われ
て初めて献血した、という人も多いです。献血
をしていると食べ物に気をつかうようになる
し、「献血⇔新しい血がつくられる」の良い循

環があるという気がして、献血していると健康
的になるよと誘っています。献血前に食事に注
意していたら、母から「そこまでやるの？」と驚
かれたことがありますが、そんな母も、かつては
献血をしたいのに貧血ぎみだからと献血前に栄
養価の高いも
のを食べてい
たんですよ。献
血することが日
常になると、そ
うなるんですよ
ね。無理はしな
いで健康的で
いられるから、
これからも続
けたいですね。

5赤十字NEWS  January 2025   no.1016　　　令和7年1月1日（毎月1日発行） 第1016号（昭和24年9月30日 第三種郵便物認可）



Area News

全国各地、あなたの生活のすぐそばで
日本赤十字社の活動は行われています。

Area
News

エリアニュース
02

0404

05
05

03 04

12月9日、日赤名誉総
裁である皇后陛下から、
600本の日本手拭いが特
別養護老人ホームなど全
国５施設の入所者などに
下賜されました。手拭いの
ご下賜は、昭和24年に香

淳皇后が始められ、代々の皇后陛下に引き継がれて、今年で69回目。皇后陛下のお誕生
日に合わせて賜ります。今年は、皇后陛下自らが選ばれたゆずの絵柄で、冬の寒さの中
にも温かみを感じさせるデザイン。受け取った入所者は、「きれいな柄の手拭いでうれし
いです。ありがとうございます」（福岡県・大寿園　木下千尋さん）、「ありがたいです！ 
大切に使います」（鹿児島県・錦江園　小平ツタヱさん）など、感謝の言葉を寄せました。

日赤秋田県支部で
は、11月13日に湯沢
市立稲川中学校で開
催された「防災まちづ
くり」研修の中で、赤
十字防災セミナーを
実施しました。この研
修には、全校生徒、地

域住民、稲川地区の消防・警察など、総勢200人が参加。グループ
に分かれ、大地震後の避難所生活をカードゲーム形式でシミュ
レーションする「ひなんじょ たいけん」を通して、避難所における
自助・共助の重要性を学びました。グループは学生と地域住民の
混合で編成され、最初は互いに緊張した様子だったものの、話し
合いを重ねるうちに交流が深まって活発に意見を出し合うように
なり、生徒と住民が一体となって防災意識を高めることができま
した。防災セミナー後、地域の代表者は、「いつ起こるか分からな
い大規模災害に備える大切さが分かった」と感想を語りました。

ZENKOKU

01

皇后陛下からご下賜
ゆずの手拭いに施設入所者も笑顔

AKITA

02 学生と地域住民が一体に
赤十字防災セミナー

日赤埼玉県支部では、11月2日に首
都直下型地震を想定した災害救護訓練
を実施。能登半島地震でも活動した救
護経験豊富な日赤の医師・看護師の
他、県や市の職員など約150人が参加
し、連携を深めました。（❶）また11月
15日には、大規模テロに備えた国民保
護実動訓練に県支部と深谷赤十字病
院が参加。警察、消防、自衛隊などの関
係機関約400人と共に、重症者を県防
災航空隊のヘリコプターで搬送するな
ど、一連の流れを確認しました。（❷）

香川県支部は、11月10日に中国・四
国ブロック緊急消防援助隊合同訓練に
参加。化学物質などによる多数傷病者
対応や、津波漂流・孤立者の救出など
を想定し、救護班がトリアージや搬送
の流れを確認しました。（❸）
静岡県支部では、11月16、17日に合
同災害救護訓練を実施。日赤東海・北
陸・長野８県支部の救護班が浜松赤十
字病院に集結しました。訓練には日赤
救護班の他、行政、DMAT、ボランティ
アなど約300人が参加しました。（❹）❸

❶ ❷

❹

11月26日～29日、大韓赤十字社京畿道支社のボランティアと職
員計８人が日赤埼玉県支部を訪問、5つの地域奉仕団と交流しまし
た。この事業は、友好親善を図り、互いの活動から学び合うことで
それぞれの活動を推進する目的で平成18年から実施されています
が、今回はコロナ禍を経て5年ぶり。災害時に役立つ実技の研修
や、春日部市の防災施設「首都圏外郭放水路」の見学、赤十字防災
セミナーなどを体験。大韓赤十字社のボランティア、パク・ビョンム
さんは「ボランティア同士でお互いの課題を共有でき、日本の若年
層の育成事業などが参考になった」と、越谷市赤十字奉仕団委員
長・西尾英二さんは「『苦しんでいる人を救いたい』という同じ思い
で活動する仲間がいることを実感できた」と語りました。

数々の傑作歴史小説を世に送り出してきた作家の
植松三十里さんが、日赤本社「赤十字情報プラザ」
に来館。昨年７月に上梓した「鹿鳴館の花は散らず」
（PHP研究所刊）のヒロイン・鍋島榮子の写真や篤志
看護婦人会（赤十字ボランティアの先駆け）の史料
を見学しました。侯爵夫人であった榮子は「鹿鳴館
の花」と謳われ、明治政府の外交策に貢献する一方
で、日赤を支援し看護師の育成にも尽力した人物。
さまざまな歴史資料を基に創作された同作品には、
日赤の創設者・佐野常民の活躍も描かれています。

11月10日、日赤大分県支部と熊本県支部
合同の青少年赤十字（JRC）高校生メンバー
交流会が行われました。これは、コロナ禍や
台風などで自粛や中止が続いた状況を経て、
今年、念願叶って開催されたトレセンで、生
徒たちから「他県のJRCと活動してみたい」
という声が上がり、初めて企画されたもの。
大分県と熊本県の中間地・阿蘇市にある研
修施設に集合し、大分県が認定する防災リー

ダー校のJRCメンバーからは防災減災の活動報告、熊本県のメンバーからは点字レク
チャーや、障害者も楽しめるスポーツとしてボッチャやモルックなどの体験企画が
あり、それぞれの活動への理解を深め、活気ある交流会となりました。

　「はたち」の若者を中心に、献血への
理解と協力を呼びかけるキャンペーン
を今年も開催。特設サイトでは人気イラ
ストレーターの浦浦 浦さんによるアニ
メーションやキャンペーンをご案内して
います。
 〝「自分が役に立てることって？」なん
て、難しく考えていたけれど。ぼくらの
持っているものが、誰かの力になるかも
しれない。″「はたちの献血」キャンペー
ン特設サイトをぜひご覧ください。

「他県のメンバーと活動したい！」
大分・熊本の合同JRC交流会

作家・植松三十里さんが赤十字情報プラザに来館

ヒーローは、ぼくらの中に
流れているんだ。

5年ぶり！
大韓赤十字社との
ボランティア交流会
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SAITAMA

首都直下型地震、大規模テロ……
さまざまな想定での訓練を各地で実施
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KAGAWA

04

SAITAMA

04

SHIZUOKA
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KUMAMOTO

日本のナイチンゲールと
呼ばれた鍋島榮子を
著作者が動画で解説

なべしま ながこ

「はたちの
献血」

キャンペーン

ヒーターで温めた水を超音波で超微細ミス
トにして噴霧する「ハイブリッド加湿器」。タ
ンクを持ち運ぶ手間もなく、上部のフタを開
けてそのまま給水することが可能。専用のア
ロマトレーにお好みの香りを入れることで、
加湿しながら香りを楽しむことも。

クイズに答えてプレゼントを当てよう！

ア. 掃除機で吸う　イ. 白湯を飲ませる　ウ. 背中を強くたたく

ご応募は
こちらから

郵送／〒105-8521東京都港区芝大門1-1-3
日本赤十字社 広報室  赤十字NEWS
1月号プレゼント係
WEB応募／下の二次元コードからご応募くだ
さい。

※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます 

1月31日（金）消印有効

※ご応募いただいた個人情報はプレゼントの発送および弊社からのお知らせのみに利用いたします

【A】 

【B】

【C】

日赤の「会員」ですか
ア. 会員（年間2千円以上の寄付を継続している。但し、義援金を除く）　イ. 会員ではない
赤十字について知っている活動はどれですか※下記選択からア～ケの文字をご記載ください。複数選択可
ア. 国内災害救護　イ. 国際活動　ウ. 赤十字病院　エ. 看護師等の教育　オ. 献血（血液事
業）　カ. 救急法等の講習　キ. 青少年赤十字　ク. 赤十字ボランティア　ケ. 社会福祉
今月号の赤十字NEWSをお読みになって、以前よりも赤十字活動全体についての理解が
深まりましたか
ア. とても理解が深まった　イ. ある程度理解が深まった　ウ. すこし理解が深まった　
エ. 以前と変わらない

〈⑧ 1月号読者アンケート〉質問項目

【D】

【E】

【F】

【G】

【H】

興味・関心を持った記事・企画はどれですか
ア. 特集　イ. TOPICS　ウ. 万博と赤十字　
エ. 献血ハートフルストーリー　オ. エリアニュース　
カ. プレゼント　キ. ワールドニュース
赤十字NEWSの適切な大きさは
ア. 今のまま　イ. A4サイズ　ウ. 小冊子（A5 148×210㎜）サイズ
赤十字NEWSの発行回数は何回がよいですか
ア. 月に１回　イ. ２カ月に１回　ウ. 3カ月に１回　エ. 半年に１回
赤十字NEWSの記事をスマートフォンやパソコン（オンライン）で
読みたいですか、いままでどおり紙で読みたいですか
ア. オンライン　イ. どちらかというとオンライン　
ウ. （オンラインと紙の）両方　エ. 紙　オ. どちらかというと紙
その他、赤十字NEWSに関するご意見、ご要望（任意）

アイリスオーヤマ
ハイブリット加湿器
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Quiz

冬は窒息の事故が多発する季節。
お餅を喉に詰まらせ、咳もできないとき、
正しい応急手当は次のどれでしょう？

Q.

プレゼント

プレゼント応募方法
プレゼント希望者は、以下の項目を明記のうえ、郵送・WEBでご応募ください。
①お名前　②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢　⑤赤十字NEWS1月号を手にされた場
所（例／献血ルーム）　⑥希望のプレゼント名　⑦クイズの回答　⑧1月号読者アンケートの回答

容量：５L／30畳まで対応
本体サイズ：幅約20cm×
奥行約22.6cm×高さ約32cm

←特設サイトはこちら。
実施期間：
2025年１月１日（水）
～２月2８日（金）

モルックを体験する生徒たち

7名様に
当たる！

ヒントは右の二次元コードから▶▶▶
日赤の各支部では気道異物除去も学べる
「一次救命処置」の講習を開催しています！

常任理事会開催報告
　令和６年12月20日、令和６年
度第８回の常任理事会が開催さ
れました。
　今回の常任理事会では、日本赤
十字社創立150周年プロジェクト
における将来構想策定の取り組
み、気候変動対応にかかる日本赤
十字社のアクション・プランの策定
についてそれぞれ報告しました。

天皇皇后両陛下から御下賜金
　12月23日、天皇皇后両陛下か
ら、日本赤十字社の事業奨励のた
めに金一封を賜りました。
　この御下賜金は、災害等による
被災者救援事業のための資金と
して使用されます。

5名様に
サイン本
プレゼント
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　第34回赤十字・赤新月国際会議が、10月
28日から31日にかけて、スイスのジュネーブ
で開催されました。本会議は、4年ごとに開
催するもので、赤十字国際委員会（ICRC）、
国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）および赤
十字・赤新月社の各国代表に加え、ジュネー
ブ諸条約締結国政府の代表が参加する国際
赤十字・赤新月運動の最高議決機関です。
今回は、下記の５つの決議が採択されました。

決議「国際人道法の遵守に向けた普遍的
な文化の醸成」では、世界各地で起きている
武力紛争の深刻な人道的影響について深い
懸念を表明し、国際人道法（IHL）の遵守が、
武力紛争の影響を受ける人々の苦しみを軽
減し、戦争の人的、経済的、社会的、文化的、
環境的コストを削減し、持続可能な平和へ
の復帰を促進するために不可欠であること
が強調されました。
就任後初めて赤十字国際会議に参加した

清家篤日本赤十字社社長は、本決議案を受
けて、「国際人道法の基礎を足元から確固
たるものにするためには、教育が欠かせな
い」と、初等教育から国際人道法を学ぶこと
が大切だと発言。「その知識をもって、一人一
人が国際社会の一員として非暴力や人権尊
重の文化を育み、恒久の平和について探求
し続けてほしいと願います」と呼びかけま
した。

　また、日赤は日本政府と共同誓約を発表。
IHLの誠実な履行の重要性およびIHLに
関する理解の向上の必要性に鑑み、特に
武力紛争下における性的暴力ならびに
人道支援関係者およびその施設への攻
撃の防止を念頭に、公教育等を通じた
IHLの普及により日本国内の世論喚起
を図る。
IHLの普及やIHL国内委員会等の活動を
通じて、武力紛争下におけるサイバー空
間を用いた戦闘および新興技術を備え
る新たな兵器の使用に関する諸問題に
ついて、各方面による研究および対話を
促進する。
ジュネーブ諸条約および同追加議定書
に規定する赤十字・赤新月標章および
文民保護標章を含む特殊標章の更なる
普及に努める。

以上3点について、誓約しました。

「初等教育から人道法を」
日本赤十字社・清家篤社長が発言

日本赤十字社と日本政府が
共同誓約を発表

●国際人道法の遵守に向けた普遍的な
文化の醸成

●武力紛争中のICT活動による潜在的な
人的被害からの民間人およびその他の
保護対象者・対象物の保護

●包括的な法的・規制枠組みによる災害
リスクガバナンスの強化

●地域のリーダーシップ、能力、基本原則
に基づく人道支援の強化と、レジリエ
ンスの実現

●激甚災害の人道的影響から人々を守
る：予測型行動の強化に向けた協働

国際会議で提言「初等教育から人道法を」
世界の赤十字が集結。「赤十字国際会議」がジュネーブで開催

下記の本会議に先立ち、同じくジュネーブにて国際赤十字・赤新月社連盟総会と、国際赤十字・
赤新月運動代表者会議が開催された。赤十字運動の共通課題を議論する代表者会議では、清家
社長から核兵器廃絶への取り組みに「ネバーギブアップ」というメッセージが発信された

IFRC総会で発言する清家社長

1

2

3

｜
ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス
｜

私が在籍する外務省総合外交政策局人
権人道課は、人権・人道（難民問題を含む）
に関する外交政策の策定や調整を行ってお
り、いわゆる「国際人道法」も所管していま
す。また、ジュネーブで開催される人権理事
会やニューヨークの国連総会において、人
権問題について議論を重ねています。この
ため、日赤とは、国際人道法を普及するとい
う点において日頃から協力関係にあります。
今回の赤十字国際会議の5つの決議案の

中で、私たちは国際人道法に関わる2つの
決議を担当しましたが、人道という普遍的
なテーマであっても各国の合意点を見いだ
すのは難しいものです。各国の抱える事情
や政治的背景が異なるがゆえに、国際人道
法の解釈は国によって違います。その国ごと
の国際人道法の解釈がある中でも、集まっ

て議論を交わすことで、お互いの理解も深
まりますし、違う視点の認識に気づくことも
あります。互いの意見を知る機会になるか
らこそ、赤十字国際会議は赤十字の活動の
羅針盤となるのだと、今回の参加であらた
めて感じました。
日本政府代表団の一員として参加した赤

十字国際会議でしたが、今回特筆すべき点
は、日赤と共に「国際人道法の普及強化の
ための日本政府および日本赤十字社の共同
誓約」を発表したことです。今後、国としても、
学校教育に国際人道法の学びを取り入れる
ことを含め、より多くの人に国際人道法を
知っていただく取り組みを行っていく、と宣
言しました。国際人道法には、紛争下で医療
関係者等を識別・保護する赤十字や文民保
護のための標章（マーク）の取り決めも含ま

れています。今、
世界で起きていることと向き合い、今こそ人
道の理念の普及に力を注ぐべき、と感じて
います。この取り組みは私たちの力だけで
成し得るものではありません。今後、日赤と
も協力し、人道に関わるあらゆるアクターの
知恵と力を結集して進めていくことが重要
であると考えています。

外務省 総合外交政策局
人権人道課 主査 山下 渉さん

わたるやました

国際人道法の普及強化を
共に進めていくために

赤十字国際会議（起草委員会）での1シーン。各国
の代表が立ち上がり、侃侃諤諤の議論を交わした
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